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平成 27年度決算

会計決算を認定

９
月
定
例
会
は
、８
月
25
日
か
ら
９
月
21
日
ま
で
の
28
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。28
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
を
始
め
と
し
た
９
議
案
の
ほ
か
、27
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
16
件
、同
意
１
件
、報
告
７
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、請
願
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、17
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一般会計歳出 一般会計歳入

衛生費
53.1億円
8.8%

土木費
53.0億円
8.8%

教育費
63.1億円
10.4%

公債費
56.1億円
9.3%

商工費
16.2億円
2.7%

総務費
85.1億円
14.1%

民生費
229.1億円
37.9%

自
主
財
源

58.6%

依
存
財
源

繰入金
19.3億円
3.0%

諸収入
24.2億円
3.8%

使用料など
51.0億円
7.9%

地方交付税
59.0億円
9.2%

国・県支出金
126.3億円
19.6%

市債
30.0億円

4.6%

交付金・譲与金
51.5億円 

8.0%

41.4%

市税
282.6億円
43.9%消防費

20.2億円
3.3%

その他
11.6億円
1.9%

諸支出金
16.7億円
2.8%

総額　604.2億円 総額　643.9億円

平 成 ２8 年
９月定例会27

年
度
決
算
認
識
に
つ
い
て
問
う
！

【
問
】
市
政
全
般
に
お
け
る
決

算
の
認
識
は
。

【
答
】
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
第
６
次
総
合
計
画

を
策
定
し
、
定
住
・
交
流
促
進

施
策
を
明
確
に
し
た
。
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

を
策
定
し
、
人
口
減
少
社
会
を

見
据
え
た
今
後
の
基
本
目
標
や

重
点
施
策
に
つ
い
て
定
め
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
推
進
の
指
針
と

な
る
２
つ
の
計
画
を
ま
と
め
、

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
の
モ

デ
ル
地
区
に
お
い
て
意
見
交
換

会
を
実
施
し
、
今
後
の
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増
設
や

開
設
時
間
の
延
長
、
地
域
包
括

ケ
ア
モ
デ
ル
事
業
の
拡
充
、
桜

ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
多
く

の
展
示
事
業
や
市
野
球
場
の
改

修
な
ど
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
事

業
を
数
多
く
実
施
し
た
。
こ
れ

ら
事
業
の
成
果
に
よ
り
活
気
あ

る
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
が
推
進
で
き
た
。

【
問
】
財
政
の
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
の
成
果
は
。

【
答
】
実
質
公
債
費
比
率
な
ど

の
４
つ
の
指
標
で
い
ず
れ
も
基

準
値
を
大
き
く
下
回
り
、
健
全

性
を
保
つ
水
準
で
あ
る
。
ま
た
、

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
市

債
残
高
の
削
減
に
よ
り
、
公
債

費
は
22
年
度
と
比
較
し
て
16
億

４
千
万
円
の
削
減
が
で
き
、
将

来
負
担
の
軽
減
に
寄
与
し
て
い

る
。
基
金
で
は
積
み
立
て
を
増

や
す
取
り
組
み
を
行
い
、
財
務

体
質
の
改
善
を
し
て
い
る
が
、

全
国
で
は
平
均
以
下
で
あ
る
た

め
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
問
】
社
会
保
障
関
係
費
の
増

大
に
対
応
す
る
た
め
の
財
政
運

営
は
。
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主
な
討
論

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

　

実
質
賃
金
の
低
下
や
年
金
の
削
減
、
消
費
増
税
や
物
価
高
で
市
民

生
活
が
苦
し
い
中
、
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
が
値
上
げ
さ

れ
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
が
不
十
分
で
あ
る
。
支
所
機
能

が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、
職
員
数
は
５
名
程
度
に
な
っ
て
い
る
が
、
支

所
で
の
期
日
前
投
票
、
防
災
、
地
域
振
興
の
機
能
を
持
た
せ
る
な
ど

充
実
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
八
幡
駅
周
辺
の
工
場
跡
地
で

の
文
化
会
館
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
開
発
計
画
は
、
こ
れ

ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
整
合
性
が
な
い
。
旧
町
の
３
つ
の
文
化
会

館
の
廃
止
、
市
プ
ー
ル
の
廃
止
の
検
討
の
方
針
が
出
さ
れ
て
お
り
、

反
対
す
る
。

　

歳
入
で
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
厳
し
い
状
況
の
中
、
今

後
必
要
と
な
る
公
共
施
設
整
備
基
金
や
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金

な
ど
へ
の
積
み
立
て
を
行
い
、
将
来
の
負
担
に
備
え
た
対
応
が
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
歳
出
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
第
６
次

総
合
計
画
や
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
、

定
住
、
交
流
、
子
育
て
、
地
域
づ
く
り
の
具
体
的
な
施
策
が
定
め
ら

れ
た
。
子
育
て
支
援
で
は
、
保
育
所
の
受
け
入
れ
拡
大
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
増
設
な
ど
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
で
あ
る
も
の
と
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

賛
成

平成 27年度決算

平成 27 年度一般
27年度各会計決算の状況

会 計 名
一 般 会 計

合 　 　 計

特
別
会
計

企
業
会
計

収入済額 支出済額

※1万円未満は四捨五入してあり、合計額は一致しません。

643億8,911万円
8億7,480万円
5億9,221万円
49億5,075万円
1億365万円
9,282万円

202億5,929万円
19億7,912万円
121億103万円
3億113万円
136万円
489万円
617万円
1,794万円

35億9,199万円
3億2,560万円

144億9,558万円
4億17万円

1,244億8,760万円

604億2,190万円
3億2,163万円
4億1,465万円
46億9,965万円

9,046万円
6,992万円

197億150万円
19億6,832万円
117億6,488万円
2億9,373万円

56万円
289万円
224万円
825万円

30億3,472万円
19億8,943万円
143億9,116万円
19億4,862万円

1,211億2,450万円

豊川西部土地区画整理事業
豊川駅東土地区画整理事業
公 共 下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 駐 車 場 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 　 護 　 保 　 険
土 　 地 　 取 　 得
一 宮 財 産 区 管 理 事 業
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業
長 沢 財 産 区 管 理 事 業
萩 財 産 区 管 理 事 業

水 道 事 業

病 院 事 業

収 益 的
資 本 的
収 益 的
資 本 的

※
会
派
別
賛
否
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
７
ペ
ー
ジ
の
議
決
状
況
の
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
答
】
民
生
費
は
前
年
度
と
比

べ
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
今
後

も
増
え
続
け
る
と
予
想
さ
れ
、

国
は
消
費
税
増
税
分
を
社
会
保

障
関
係
費
に
充
て
る
と
し
て
い

る
が
、
消
費
増
税
の
再
延
期
に

よ
り
財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
中
期
財
政
計

画
に
反
映
さ
せ
、
将
来
を
見
据

え
た
財
政
運
営
に
取
り
組
む
。

【
問
】
地
方
消
費
税
交
付
金
が

大
幅
増
と
な
っ
た
理
由
は
。

【
答
】
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
よ
る
増
税
前
の
駆
け
込
み
需

要
や
、
そ
の
反
動
に
よ
る
消
費

動
向
の
変
動
、
消
費
税
の
納
付

と
地
方
消
費
税
交
付
金
の
交
付

時
期
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る

こ
と
な
ど
か
ら
見
込
み
が
難
し

く
、
予
算
と
決
算
に
誤
差
が
生

じ
る
結
果
と
な
っ
た
。

賛
成
!!

反
対
!!
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平成 27年度決算

10,000円を例にして、皆さんの税金が何に使われているか見てみましょう。

0 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

10,000円の内訳

総務費 1,409円
給与、選挙、交通安全
対策、防犯対策など

衛生費 879円
保健衛生、環境対策、
ごみ処理など

土木費 877円
道路や橋、公園の整備
など

教育費 1,044円
教育環境の整備、
生涯学習の推進など

諸支出金 276円
市民病院の経営をよく
するための支払いなど

民生費 3,791円
高齢者福祉、障害者福
祉、児童福祉など

商工費 268円
商工業や観光の振興
など

消防費 335円
消防や災害対策など

公債費 929円
市が借りたお金の返済

その他 192円
勤労者支援、農業振
興、災害復旧など

● ● ● ● ●● ● ● ● ●

市債（借金）の５年間の推移

基金（貯金）の５年間の推移

700.0

600.0

500.0

400.0

300.0

200.0

100.0

0.0

（億円）

27年度

491.1491.1

一般会計

177.3177.3
239.8239.8

23年度

91.291.2

266.9266.9

590.9590.9 561.6561.6
534.8534.8 513.5513.5

24年度

197.4197.4
262.5262.5

25年度

193.4193.4
253.8253.8

26年度

185.7185.7
246.0246.0

特別会計 企業会計
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（億円）

27年度

18.418.4

150.7150.7

18.818.8

117.0117.0

20.720.7

108.8108.8

19.019.0

122.1122.1

17.917.9

132.7132.7

23年度 24年度 25年度 26年度

一般会計 特別会計
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平成 27年度決算
　
「
豊
川
市
中
長
期
財
政
計
画
」
及
び
「
豊
川
市
行
政
経

営
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、
積
極
的
な
財
政

の
健
全
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
第
５
次
総
合
計
画
に

基
づ
い
た
各
種
施
策
に
つ
い
て
、「
選
択
と
集
中
」
を
引

き
続
き
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
財
政
運
営
を

行
い
ま
し
た
。

平和祈念式典開催　　　　　　　　　573万円
（豊川海軍工廠被爆70周年　再現劇）

東部小学校校舎改築　　７億7,856万円
（25年度からの３カ年事業　うち27年度分）

津波ライン設置（33カ所）　470万円

市野球場改修　　　1億1,153万円

あかさか児童館改築　　8,686万円

27
年
度
決
算
の
総
括

主
な
事
業




